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要旨 
阿寒カルデラ内の阿寒湖温泉街東側に⼩規模に分布する⽕⼭礫凝灰岩を再記載し，阿寒
岳神社奥之院⽕砕流堆積物と呼ぶ．この堆積物は，弱溶結で変質に乏しい流紋岩⽕⼭礫
凝灰岩からなり，普通⾓閃⽯および直⽅輝⽯を極少量含む．これまで新第三紀中新世に
対⽐されてきたが，新たに 0.25 ± 0.05 Ma のチバニアン期に相当する U‒Pb 年代を得
た．この年代は阿寒⽕砕流堆積物や屈斜路⽕砕流堆積物の活動時期に近い．⼀⽅で，本
⽕砕流堆積物は分布が限られていること，普通⾓閃⽯を含むことから，阿寒カルデラ外
側に点在する同時代の阿寒⽕砕流堆積物との対⽐関係は，現時点では明らかでない． 
 
Abstract 
Akandakejinjaokunoin Pyroclastic Flow Deposit, exposed east of Akanko Hot Spring, is newly 

described. Previously assigned to the Miocene, the deposit consists of weakly welded, slightly altered 

rhyolitic lapilli tuff containing minor amounts of hornblende and orthopyroxene. A new U–Pb age of 

0.25 ± 0.05 Ma places the deposit in the Chibanian and is close to the ages of the Akan and Kutcharo 



 

 2 

pyroclastic flow deposits. However, its limited distribution and hornblende-bearing mineral 

assemblage make its correlation with similarly aged Akan pyroclastic flow deposits outside the caldera 

uncertain. 

 
１．はじめに 

阿寒カルデラは，北海道東部を代表する⼤型カルデラの⼀つであり，少なくとも前期更新
世以降，⻑期にわたって⼤規模な⽕砕噴⽕を繰り返してきた⽕⼭である．阿寒カルデラ周辺
の⽕砕堆積物については，層序，年代，岩⽯学的特徴に基づく研究により，多数の噴⽕ユニ
ットが識別されている（⻑⾕川・中川，2007）．⼀⽅，カルデラ内部に分布する⼩規模な⽕
砕流堆積物については，分布が限られることなどから，産状，岩⽯学的特徴および年代に関
する基礎的な記載データの蓄積が⼗分とはいえない． 

カルデラ内部では，後カルデラ⽕⼭噴出物や湖成堆積物に覆われるため，⽕砕流堆積物の
分布や層序関係を直接確認できる場所は限られている．このため，カルデラ内部に残された
⼩規模な⽕砕流堆積物の年代と岩⽯学的特徴を明らかにすることは，既存の噴⽕層序を補
⾜し，カルデラ内外の⽕砕堆積物の対⽐を検討するための基礎資料となる．阿寒カルデラ内

の阿寒湖温泉街東側に位置する阿寒岳神社奥之院
おくのいん

周辺には，従来，中新統湖畔
こ は ん

層に属すると

されてきた軽⽯質⽕砕流堆積物が分布するが，これまで放射年代値は報告されていなかっ
た．本研究では，この軽⽯質⽕砕流堆積物について産状，岩⽯学的特徴および U‒Pb 年代
を，阿寒カルデラ周辺の⽕砕堆積物に関する基礎的資料として報告する． 
 
２．阿寒湖温泉街周辺の地質概説 

阿寒カルデラ内の阿寒湖温泉街周辺には，新第三系と第四系が分布する．新第三系は中新
統湖畔層からなり，安⼭岩質溶岩，軽⽯凝灰岩および凝灰質泥岩を主体とする（佐藤，1965）．
第四系は，阿寒カルデラ外輪⼭を構成する溶岩類，カルデラ内を埋積する湖成堆積物からな
る古阿寒湖層，ならびに雄阿寒岳・雌阿寒岳などの後カルデラ⽕⼭噴出物からなる．阿寒カ
ルデラ周辺では，少なくとも 130 万年前以降に複数回の⼤規模⽕砕噴⽕が発⽣し，カルデ
ラ形成に伴う⽕砕流堆積物が広く分布する．最新のカルデラ形成噴⽕は 34 万年前以降とさ
れている（⻑⾕川・中川，2007）．⼀⽅，カルデラ内部では湖成堆積物や後カルデラ⽕⼭噴
出物に覆われるため，⽕砕流堆積物の露出は限られる．本研究で対象とする阿寒湖温泉街東
側の軽⽯質⽕砕流堆積物も，既存地質図では湖畔層に含められている（佐藤，1965）が，そ
の産状と年代については再検討の余地がある． 
 
３．阿寒湖温泉街東側の軽⽯質⽕砕流堆積物 
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前章で述べた阿寒湖温泉街東側の露出のうち，阿寒岳神社奥之院周辺では，灰⽩⾊ない
し淡⻩褐⾊を呈する弱溶結で軽⽯を含む⽕⼭礫凝灰岩が確認される．その岩⽯学的特徴お
よび後述の年代測定結果を踏まえて再定義して，記載する． 
地層名：阿寒岳神社奥之院付近（43.43416°N, 144.10140°E；第 1 図）に模式的に露出す
ることから阿寒岳神社奥之院⽕砕流堆積物とする（新称）．佐藤（1965）の記載した新第三
系中新統湖畔層を構成する軽⽯凝灰岩に相当する． 
分布と層序関係：本堆積物は，阿寒湖温泉街東側において，約 750 m×500 mの狭い範囲
に分布する．露出は 2 地点で確認され，その⼀つは阿寒岳神社奥之院付近，もう⼀つは阿寒
湖畔である．阿寒湖畔の露頭は，噴気の影響により強い変質を受けている．周囲とは孤⽴し
て存在し，露頭も限られるために下位層との関係は不明で，阿寒湖温泉街東側では⾼位段丘
堆積物にアバットされる． 
産状：本堆積物は主に灰⽩⾊を呈し，⼀部は淡⻩褐⾊を帯びる⽕⼭礫凝灰岩からなる（第 2
図）．塊状で明瞭な層理は認められず，弱く溶結している．⽕⼭灰基質中には，径 2 cm以
下の発泡度の低い軽⽯⽚が含まれる．全体として変質は軽微であるが，⼀部の軽⽯⽚には変
質が認められる． 

岩⽯名：普通⾓閃⽯直⽅輝⽯含有流紋岩． 

岩⽯記載：本⽕⼭礫凝灰岩は，軽⽯⽚と，⽕⼭ガラス⽚および結晶の破⽚状粒⼦からなる⽕
⼭灰基質で構成される．⽕⼭ガラス⽚は淡褐⾊を呈し，主に細粒の破⽚状ないし繊維状を⽰
す．軽⽯⽚は内部に円形から楕円形の気泡を有し，全体としてやや扁平化しており，⼀部に
軽微な変質が認められる．結晶⽚は主に斜⻑⽯（径 0.5 mm以下）からなり，普通⾓閃⽯（径
0.3 mm以下）および直⽅輝⽯（径 0.2 mm以下）をごく少量含む（第 3 図，第 4 図）．⽯
質岩⽚は露頭・標本・顕微鏡のいずれのスケールでも明瞭には確認されていない． 
全岩化学組成：全岩化学組成の測定には，⽕⼭灰基質を含めた直径約 10 cmの⽕⼭礫凝灰
岩試料を⽤いた．試料を粉砕したのち，850 ℃で 4 時間灼熱し，産総研地質調査総合セン
ターGSJ Lab.の PANalytical Axiosにより測定した．測定⼿法はOgasawara et al. (2018)に
従った．測定結果を第 1表に⽰す．Total 100%に再計算した値では，SiO2=69.2‒69.3 wt.%，
K2O=2.03 wt.%の流紋岩組成を⽰す． 

 
４．U‒Pb 年代測定⼿法と年代値 

U‒Pb 年代測定は（株）京都フィッション・トラックで⾏った．⽕⼭礫凝灰岩 750 gから，
重液分離と磁性分離を⽤いて 120 粒のジルコン粒⼦を抽出した．本試料のジルコン含有量
は少なく，粒径は 60〜200 µm と細粒である．晶癖や⾊調の多様性から多起源粒⼦の混在が
予想されるが，インクルージョンの影響は少なく，年代測定に適した試料と判断された． 

年代測定は東京⼤学理学系研究科地殻化学実験施設平⽥研究室所有の LA-ICP-MS を⽤
いて 30粒⼦について⾏った．測定条件の詳細は第 2 表に⽰す．そのうちコンコーダント粒
⼦は 24 個（コンコーダント⽐率 80%）であった．この⽐率は⼗分に⾼く，併⾏して実施さ
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れた標準物質の繰り返し測定値が推奨値と誤差範囲で⼀致することから，安定した測定結
果と判断できる．なお⾮常に若い U‒Pb 年代粒⼦群を含むことから，測定データの解釈には
U‒Th‒Pb⾮平衡補正（Sakata, 2018）を加えた． 
コンコーダント粒⼦ 24 個の年代は，100 Ma台が 2個，7 Ma台が 1 個，5〜1 Ma台が 13
個，0.6〜0.1 Ma台が 7個であり，4つの年代クラスターから構成される．コンコーダント
最若粒⼦集団として 0.6〜0.1 Ma 台の 7 粒⼦を抽出し，それらの加重平均値である
0.25±0.05 Maを本試料の年代値とみなした（第 3表，第 5 図）． 
 
５．阿寒⽕砕流堆積物および屈斜路⽕砕流堆積物との対⽐ 
阿寒岳神社奥之院⽕砕流堆積物から得られた U‒Pb 年代は 0.25±0.05 Maであり，阿寒カ

ルデラの最新期の⽕砕流活動および周辺カルデラ⽕⼭の活動時期と重なる．また，本堆積物
は従来，中新統湖畔層に含められてきたが，産状および年代値からは第四紀更新世チバニア
ン期の⽕砕流堆積物である可能性を⽰す．このため，本堆積物の給源および既存⽕砕流堆積
物との関係を検討する基礎資料として，年代，分布，全岩化学組成および鉱物組合せに基づ
き，阿寒⽕砕流堆積物および屈斜路⽕砕流堆積物との対⽐を⾏う． 
阿寒⽕砕流堆積物については，少なくとも 130 万年前以降に 17 回の⽕砕流流出イベント

が識別されており，このうち 34万年前以降に流出したものは Ak-1および Ak-2 である（⻑
⾕川・中川，2007）．阿寒⽕砕流堆積物の全岩化学組成は SiO2=60.5‒76.2 wt.%，K2O=0.8‒
2.8 wt.%と広い範囲を⽰すが，K2O のハーカー図では各噴⽕グループに対応した組成トレ
ンドが認識される（⻑⾕川・中川，2007）．本研究で測定した 2試料は，Total 100%に再
計算した値で SiO2=69.2‒69.3 wt.%，K2O=2.03 wt.%を⽰し，化学組成上は Ak-2 の組成範
囲に近い（第 6 図）．さらに，本堆積物の調査地点は阿寒カルデラ内の中央部に位置し，Ak-
2 は阿寒カルデラ⻄部から流出したとされるため（⻑⾕川，2017），分布上もカルデラ内に
堆積した可能性と⽭盾しない． 

ただし，阿寒⽕砕流堆積物には普通⾓閃⽯が含まれないとされるのに対し（⻑⾕川・中川，
2007），本堆積物には普通⾓閃⽯が認められる．この点は，化学組成のみから本堆積物を
Ak-2 に単純に対⽐することを難しくしている．本堆積物と年代範囲が重なる可能性のある
広域⽕砕流堆積物として，屈斜路⽕砕流堆積物 VIII（Kp-VIII，210±180 ka ; ⻑⾕川ほか, 
2011）が挙げられるが，屈斜路⽕砕流堆積物にも普通⾓閃⽯は含まれない．⼀⽅，⻑⾕川・
中川（2007）は，阿寒⽕砕流堆積物中に普通⾓閃⽯を含む流紋岩質⽕砕岩類が挟在すること
を報告している．これら⽕砕岩は阿寒・屈斜路地域以外の⽕⼭を給源に持つ可能性があると
されており，普通⾓閃⽯を含む本堆積物との関係についても検討の余地がある． 
以上のことから，阿寒湖温泉街東側に分布する本堆積物は，年代および全岩化学組成の点

では阿寒⽕砕流堆積物，とくに Ak-2 との関連が⽰唆されるものの，鉱物組合せには違いが
認められるため，現時点では特定の既知の⽕砕流堆積物に対⽐することはできない． 
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６．まとめ 
阿寒カルデラ内の阿寒湖温泉街東側に⼩規模に分布する⽕⼭礫凝灰岩について，産状お

よび岩⽯学的特徴を再記載するとともに，全岩化学組成および U‒Pb 年代を新たに明らか
にし，本堆積物を阿寒岳神社奥之院⽕砕流堆積物と新称した．本堆積物は従来，中新統湖
畔層に含められてきたが，ジルコンの U‒Pb 年代として 0.25±0.05 Maが得られたことか
ら，第四紀に形成された⽕砕流堆積物である可能性が⾼い．全岩化学組成は阿寒⽕砕流堆
積物の Ak-2 に近いものの，普通⾓閃⽯を含む点で，既知の阿寒⽕砕流堆積物および屈斜
路⽕砕流堆積物とは異なる．このため，本堆積物の給源および既知の⽕砕流堆積物との対
⽐については，今後さらに検討する必要がある． 
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第 1 図 阿寒岳神社奥之院⽕砕流堆積物の試料採取地点（⽮印の⾚丸）．阿寒町阿寒湖温泉
標⾼ 440 m 付近．阿寒岳神社奥之院⽕砕流堆積物堆積物の分布範囲を⿊の太点線で⽰す．
地理院地図（電⼦国⼟WEB）を使⽤した． 
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第 2 図 第 1 図の試料採取地点での⽕⼭礫凝灰岩の写真．塊状で明瞭な層理は認められな
い．弱溶結．径 2 cm以下の発泡した軽⽯⽚を含む ． 
 

 
第 3 図 ⽕⼭礫凝灰岩の顕微鏡写真．オープンニコル．pl: 斜⻑⽯，ho: 普通⾓閃⽯． 
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第 4 図 ⽕⼭礫凝灰岩の実体顕微鏡写真．粒径 0.1 mm〜0.5 mm．pl: 斜⻑⽯，ho: 普通⾓
閃⽯，opx: 直⽅輝⽯．スケールは 1mm． 

 
 

 
第 5 図 阿寒湖温泉街東側に分布する⽕⼭礫凝灰岩中のジルコンの U‒Pbコンコーディア
図．コンコーダント最若粒⼦集団を⽰す． 
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第 6 図 全岩化学組成のハーカー図．本研究による阿寒湖温泉街東側の軽⽯質⽕砕流堆積
物（⾚丸）と，阿寒⽕砕流堆積物の組成範囲（Ak-1〜Ak-7; ⻑⾕川・中川，2007）を⽰す． 
 
 
 
第 1表 阿寒湖温泉街東側に分布する⽕⼭礫凝灰岩の全岩化学組成． 
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第 2 表 測定条件⼀覧表 東京⼤学⼤学院理学系研究科地球化学実験施設LA-ICP-MS． 
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第 3 表 阿寒湖温泉街東側に分布する⽕⼭礫凝灰岩中の分析ジルコンから得られた加重平
均 U‒Pb 年代．コンコーダント最若粒⼦集団の分析結果を⽰す． 
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